
日
本
建
設
機
械
施
工
協
会

(
J
C
M
A
)
は
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
の
一
環
で
、
情
報
化
施
工
を
通

じ
て
被
災
地
の
施
工
者
、
発
注
者
な
ど
へ
の
ト
ー
タ
ル

サ
ボ

i
F体
制
を
強
化
す
る
。
被
災
地
で
は
現
在
も
地

殻
変
動
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
安
全
@
安
心

な
現
場
作
業
に
役
立
つ
情
報
化
施
工
に
つ
い
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
被
災
地
向
け
サ
イ
ト
を
開
設
。
情
報
化

施
工
を
通
じ
て
自
社
の
施
工
レ
ベ
ル
向
上
を
図
ろ
う
と

考
え
る
建
翠
蓄
を
募

q
受
注
後
か
ら
竣
工
ま
で
一

貫
し
た
支
援
を
行
う
。

情
報
化
施
工
で
は
、
現
場
一

A
は
情
報
化
施
工
が
被
災
地

作
業
に
情
報
通
信
技
術

(
I
一
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
と
判

C
T
)
を
活
用
し
て
高
効
率
一
断
。
復
旧
@
復
興
工
事
の
施

ム
同
精
度
な
施
工
を
実
現
。
一
工
者
へ
の
支
援
体
制
の
整
備

同
時
に
、
施
工
時
に
得
ら
れ
一
と
併
せ
、
発
塗
官
側
に
も
講

る
電
子
情
報
を
調
査
@
設
計
一
習
会
の
実
施
や
、
監
督
@
検

か
ら
監
督
@
検
査
、
維
持
管
理
一
査
業
務
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
実

と
い
っ
た
建
設
生
産
プ
ロ
セ
一
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

ス
に
役
立
て
、
生
産
性
の
向
一
復
興
支
援
の
た
め
の
専
門

上
や
品
質
の
確
保
を
図
る
。
一
サ
イ
ト
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)
を
立

が
継
続
。
さ
ら
に
復
興
工
事
一
ち
上
げ
、
情
報
化
施
工
に
対

が
本
格
化
す
る
中
で
労
働
力
一
す
る
疑
問
や
現
場
で
の
困
り

も
不
足
し
て
い
る
。
こ
う
し
一
事
に
対
応
す
る
。
さ
ら
に
、

た
状
況
を
踏
ま
え
、

J
C
M
一
復
興
工
事
で
情
報
化
施
工
の
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